
 

伊万里市キャッチコピーの使用に関する取扱要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、伊万里市（以下「市」という。）において制作されたキャッ

チコピー「いまりで、決まり！」（以下「キャッチコピー」という。）を使用す

る場合の取り扱いに関し、必要な事項を定めるものとする。 

（使用目的） 

第２条 キャッチコピーは、市への思いを共有し、より広く、多くの人に、「伊万

里市」のことを伝え知ってもらうため、また、市の魅力やイメージを市内外に発

信するために使用するものとする。 

（使用承認の申請等） 

第３条 商業利用、イベント関連告知等でキャッチコピーを使用しようとする者は、

あらかじめ伊万里市キャッチコピー使用承認申請書（様式第１号）に必要な書類

を添付の上市長に提出し、その承認を受けなければならない。ただし、次の各号

のいずれかに該当する場合は、この限りでない。 

⑴ 市又は市の機関が使用するとき。 

⑵ 市が使用を依頼するとき。 

⑶ 市内の学校等が教育の目的で使用するとき。 

⑷ 報道機関が報道及び広報の目的で使用するとき。 

⑸ 著作権法に定める著作権の制限に該当するとき。 

⑹ 前各号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めたとき。 

（使用承認） 

第４条 市長は、前条の規定による申請があった場合、その内容が次の各号のいず

れかに該当する場合を除き、キャッチコピーの使用を承認するものとする。 

⑴ 市の品位を傷つけ、又はイメージを損なうと認められるとき。 

⑵ キャッチコピーを正しい使用方法に従って使用しないとき。 

⑶ 法令及び公序良俗に反し、又は反するおそれがあると認められるとき。 



 

⑷ 特定の個人、団体、政治、思想若しくは宗教を支援し、又は支援しているよ

うな誤解を与えるおそれのあるとき。 

⑸ キャッチコピーを使用しようとする者が、次のいずれかに該当する場合。次

に掲げる者が、その経営に実質的に関与している法人その他の団体又は個人で

ある場合も、同様とする。 

ア 暴力団（暴力団員による不当な行為防止等に関する法律（平成３年法律第

７７号。以下「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下

同じ。） 

イ 暴力団員（法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

ウ 暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者 

エ 自己、自社若しくは第三者の不当な利益を図る目的又は第三者に損害を与

える目的をもって暴力団又は暴力団員を利用している者 

オ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与する等直接

又は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

カ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

キ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者 

⑹ 前各号に掲げるもののほか、市長がキャッチコピーの使用について不適当で

あると認めたとき。 

２ 前項の承認は、伊万里市キャッチコピー使用（変更）承認通知書（様式第２

号）をもって申請者に通知するものとし、使用を承認しない場合は伊万里市キャ

ッチコピー使用（変更）不承認通知書（様式第３号）をもって申請者に通知する

ものとする。 

（使用料） 

第５条 キャッチコピーの使用料は、無料とする。  

（使用承認期間） 

第６条 キャッチコピーの使用承認期間は、１年を超えることができない。 ただ

し、書籍、映像作品等での使用については、この限りでない。 



 

２ 前項の期間は、更新することができる。 

３ 第３条の規定は、前項の更新について準用する。 

４ 前項の規定により更新の承認申請を受理した場合は、第４条の規定を準用する。 

（使用上の順守事項） 

第７条 キャッチコピーの使用承認を受けた者（以下「使用者」という。）は、次

の各号に掲げる事項を順守しなければならない。 

⑴ 使用承認された内容のみ使用し、市長の指示する使用条件に従うこと。 

⑵ 第４条第１項各号に掲げる事項に該当しないこと。 

⑶ キャッチコピーを使用する権利を第三者に譲渡し、又は転貸しないこと。 

⑷ 承認に係る物件の使用にあたり事故等が発生しないよう万全の配慮を行うこ

と。 

⑸ 原則、物品等には承認番号を付すること。ただし、市が認めた場合はこの限

りではない。 

⑹ 承認にかかる物品等の完成品は、速やかに市長へその提出を行うこと。ただ

し、完成品の提出が困難と認められるものについては、その写真をもって代え

ることができる。 

（承認内容の変更の申請） 

第８条 使用者が、承認された内容を変更しようとするときは、あらかじめ、伊万

里市キャッチコピー使用変更承認申請書（様式第４号）を市長に提出し、その承

認を受けなければならない。 

２ 第４条の規定は、前項に規定する変更承認申請について準用する。この場合に

おいて、同条中「使用を」とあるのは「変更を」と読み替えるものとする。 

（使用承認の取消し） 

第９条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、使

用承認を取り消すことができる。この場合において、使用者に損害が生じても、

市はその責めを負わない。 

⑴ この要領に違反したとき、又は違反することが判明したとき。 



 

⑵ 虚偽その他不正な手段により承認を受けたとき。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が使用を不適当と認めたとき。 

２ 市長は、前項の規定により承認を取り消したときは、伊万里市キャッチコピー

使用承認取消通知書（様式第５号）を使用者へ通知するものとする。 

３ 第１項の規定により承認を取り消された者は、承認取消しの通知があった日以

後、当該承認に係る物品等を使用してはならない。 

４ 市長は、第１項の規定により承認を取り消された者に対して使用物品等の回収

を求めることができる。この場合において、使用物品等の回収等、使用承認の取

消しに伴い発生する費用の一切は、承認を取り消された者が負担するものとする。 

（責任の制限） 

第１０条 使用者が、キャッチコピーの使用によって第三者に対して損害又は損失

を与えた場合でも、市長は、損害賠償、損失補償その他の法律上の責任を一切負

わない。 

（補則） 

第１１条 この要領に定めるもののほか、キャッチコピーの取扱いについて必要な

事項は市長が別に定める。 

 

附 則 

この要領は、告示の日から施行する。 


